
　
新
年
号
に
て
財
政
健
全
化
計

画
案
の
大
綱
を
掲
載
致
し
ま
し

た
。

新
年
号
掲
載
の
通
り
①
会

の
目
的
に
沿
っ

た
活
動
は
維
持
・

継
続
し
て
い
く
②
現
行
の
年
会

費
は
可
能
な
限
り
維
持
す
る
③

会
員
の
高
齢
化
の
進
展
を
見
据

え
新
規
活
動
ア
イ
テ
ム
の
導
入

を
含
め
た
活
動
の
再
構
築
を
行

う
④
そ
の
上
で
当
年
度
収
入
の

範
囲
内
に
当
年
度
支
出
が
収
ま

る
よ
う
施
策
の
立
案
・
推
進
を

行
い
財
政
の
健
全
化
を
実
現
す

る
⑤
毎
年
実
績
と
展
望
の
吟
味

を
行
い
、

健
全
な
財
政
の
維
持

を
図
る
、

こ
れ
ら
五
つ
の
基
本

方
針
に
沿
い
①
現
行
活
動
の
棚

卸
・
優
先
順
位
付
け
と
仕
分
け

②
新
規
活
動
ア
イ
テ
ム
の
導
入

を
加
え
活
動
項
目
の
品
揃
え
と

多
様
性
を
備
え
た
内
容
へ
の
再

構
築
③
当
会
運
営
の
あ
り
方
に

大
胆
に
メ
ス
を
入
れ
た
効
率
化

の
推
進
、

以
上
に
関
す
る
具
体

的
検
討
を
経
て
左
表
の
「

財
政

健
全
化
計
画
の
全
体
像
と
実
施

年
度
」

の
通
り
取
り
纏
め
る
に

至
り
、

今
回
の
定

期
総
会
に
正
式
提

案
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

詳
細
は
、

第
四
三

回
定
期
総
会
議
案

　
昨
年
は
、

海
外
旅
行
計
画
を

断
念
。

国
内
の
未
訪
問
地
を
選

択
し
、

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
を

利
用
し
て
①
九
州
六
県
七
日
間

（

十
月
）

②
四
国
四
県
三
日
間

（

十
一
月
）

③
富
士
河
口
湖
周

辺
二
日
間
（

十
一
月
）

を
感
染

防
止
を
図
り
妻
と
共
に
楽
し
み

ま
し
た
。

▼
私
は
郷
里
の
島
根

県
を
出
て
か
ら
半
世
紀
と
な
り

ま
す
。
（

出
雲
市
の
隣
の
雲
南

市
大
東
町
出
身
）

今
年
の
正
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
番
組
で
出
雲
地

方
神
々
の
国
の
放
送
が
あ
り
、

神
楽
舞
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

（

ス
サ
ノ
ウ
ノ
ミ
コ
ト
が
ヤ
マ

タ
ノ
オ
ロ
チ
を
退
治
す
る
神
楽

で
す
）

幼
少
の
頃
か
ら
村
祭
り

に
は
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

驚
く
こ
と
に
母
校
の
海
潮
中
学

校
と
在
校
生
の
舞
が
放
映
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。

地
図
の
海
潮

荘
の
近
く
で
す
。

▼
山
陰
旅
行

へ
行
か
れ
る
時
の
お
勧
め
を
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
で
紹
介
し
ま
す
。

大
阪
か
ら
中
国
自
動
車
道
・
落

合
乗
換
え
・
米
子
自
動
車
道
途

中
で
（

大
山
公
園
）

境
港
市
（

水
木
ロ
ー

ド
）

山
陰
道
で
安
来

市
（

足
立
美
術
館
）

松
江
市
（

松
江
城
）

宍
道
湖
ほ
と
り
（

松

江
温
泉
一
泊
又
は
玉
造
温
泉
一

泊
）

出
雲
市
（

出
雲
大
社
・
日

御
碕
灯
台
）

▼
出
雲
で
は
十
月

を
神
在
月
と
言
わ
れ
全
国
か
ら

神
様
が
集
ま
り
（

稲
佐
の
浜
）

か
ら
上
陸
し
て
出
雲
大
社
に
向

か
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

雲

南
市
（

海
潮
温
泉
一
泊
）

等
々

▼
帰
路
そ
の
他
名
所
も
多
数
あ

り
、

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
ま
し
た

ら
ぜ
ひ
出
雲
地
方
へ
の
旅
行
を

お
試
し
く
だ
さ
い
。
（

黒
川
）

財
政
健
全
化
計
画
案
を
定
期
総
会
に
正
式
提
案
‼

書
の
通
り
で
す
が
、

本
号
に
お
い

て
、

主
要
施
策
と
な
る
①
運
営
体

制
変
更
②
新
規
活
動
ア
イ
テ
ム
導

入
、

こ
の
二
点
に
関
し
、

背
景
・

考
え
方
を
主
に
説
明
を
加
え
さ
て

頂
き
ま
す
。

◆
運
営
体
制
変
更
の
必
要
性

　
現
行
の
運
営
体
制
は
、

役
員
・

幹
事
・
地
区
幹
事
総
計
四
十
名
を

超
え
る
多
層
・
多
人
数
に
よ
る
体

制
で
す
。

ま
た
、

こ
の
体
制
は
、

会
員
数
が
八
０
０
名
を
超
え
て
い

た
頃
と
基
本
変
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

八
０
０
名
超
え
の
会
員
規
模
の
頃

に
於
い
て
、

こ
の
体
制
は
、

そ
れ

な
り
に
意
義
が
あ
り
、

財
政
的
に

も
豊
か
で
充
分
賄
っ

て
い
く
こ
と

が
出
来
て
い
た
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、

五
七
０
名
程
の
会
員
規

模
で
、

然
も
、

こ
の
先
会
員
の
高

齢
化
の
進
展
と
共
に
会
員
数
の
減

少
が
続
く
も
の
と
見
込
ま
ざ
る
を

得
な
い
状
況
下
で
は
、

会
員
規
模

と
財
政
面
双
方
に
対
す
る
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
き
て
い
る
と
言
え
、

こ
の
先
現
行
体
制
の
維
持
が
難
し

く
な
っ

て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、

会
員
の
高
齢
化
の
進
展

は
、

役
員
・
幹
事
も
例
外
で
は
な

く
、

後
任
の
人
選
が
年
々
難
題
と

な
っ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、

会

員
規
模
に
見
合
い
、

財
政
状
況
に

応
じ
た
運
営
体
制
へ
と
変
更
を
図

っ

て
い
く
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
に
差

し
掛
か
っ

て
き
て
い
る
と
言
え
、

基
本
方
針
の
一
つ
で
あ
る
「

現
行

年
会
費
の
維
持
」

を
加
味
す
れ
ば

運
営
体
制
の
変
更
を
急
ぐ
必
要
が

あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

◆
体
制
変
更
に
伴
う
お
願
い

　
今
般
の
運
営
体
制
変
更
に
伴
い

従
来
の
や
り
方
を
改
め
て
い
か
ざ

る
を
得
な
い
点
が
あ
り
ま
す
。

幹
事
・
地
区
幹
事
が
不
在
の
地
区

を
除
き
「

幹
事
・
地
区
幹
事
に
て

年
会
費
を
徴
収
」

す
る
方
法
を
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
て
お
り
ま
し

た
が
、

変
更
後
の
体
制
下
で
は
、

こ
の
方
法
の
継
続
は
難
し
く
、

原

則
「

口
座
振
込
」

に
よ
る
方
法
に

改
め
て
い
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

会
員
各
位
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
支
援
策
導
入
の
背
景
と
狙
い

　
会
員
数
が
減
少
化
傾
向
に
あ
る

と
は
言
え
、

五
０
０
名
を
超
え
る

大
所
帯
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

会
員
の
年
齢
構
成

も
六
十
代
か
ら
九
十
代
ま
で
と
幅

が
あ
り
、

会
員
一
人
ひ
と
り
の
趣

味
・
嗜
好
、

価
値
観
も
異
な
っ

て

い
る
為
、

当
会
の
目
的
で
あ
る
「

豊
か
な
熟
年
の
生
活
向
上
」

と
一

言
で
言
っ

て
も
、

会
員
一
人
ひ
と

り
の
受
け
止
め
方
は
多
岐
に
亘
る

も
の
と
推
察
し
ま
す
。

そ
の
為
、

趣
味
の
会
活
動
を
中
心
と
す
る
現

行
の
活
動
範
囲
で
は
、

こ
の
こ
と

を
す
べ
て
補
い
き
れ
る
も
の
で
は

な
く
、

会
員
一
人
ひ
と
り
の
多
様

性
に
対
応
で
き
る
施
策
の
導
入
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

二
つ

の
支
援
策
を
制
度
化
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

左
表
に
あ
る
①
会
員
有
志
に
よ
る

活
動
へ
の
支
援
と
②
入
会
十
年
・

二
十
年
の
節
目
を
迎
え
る
会
員
へ

の
記
念
品
の
贈
呈
、

以
上
の
施
策

で
す
。

②
の
施
策
に
は
、

当
会
会

員
を
永
く
継
続
し
て
頂
き
た
い
と

い
う
願
い
を
込
め
て
は
い
ま
す
が
、

こ
の
二
つ
の
施
策
の
目
的
・
狙
い

　
　
　
　
　
と
す
る
と
こ
ろ
は
基

　
　
　
　
　
本
同
じ
で
す
。

　
　
　
　
　
但
し
、

運
営
面
に
お

　
　
　
　
　
い
て
は
、

異
な
る
扱

　
　
　
　
　
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
①
の
施
策
は
、

会
員

　
　
　
　
　
自
ら
が
積
極
的
に
取

　
　
　
　
　
組
ま
れ
て
い
る
活
動

　
　
　
　
　
を
長
く
継
続
し
て
頂

　
　
　
　
　
き
た
い
と
い
う
観
点

　
　
　
　
　
か
ら
「

前
年
度
の
活

　
　
　
　
　
動
実
績
」

に
基
づ
き

　
　
　
　
　
支
援
し
て
い
く
運
営

　
　
　
　
　
（

補
助
金
の
後
払
い

　
　
　
　
　
方
式
）
、

一
方
②
の

　
　
　
　
　
施
策
は
、

毎
年
四
月

　
　
　
　
　
一
日
を
起
点
に
翌
年

　
　
　
　
　
三
月
末
迄
の
間
に
節

　
　
　
　
　
目
を
迎
え
る
予
定
の

　
　
　
　
　
会
員
に
記
念
品
の
前

　
　
　
　
　
渡
し
を
行
い
、

早
く

　
　
　
　
　
有
効
に
活
用
し
て
頂

　
　
　
　
　
こ
う
と
い
う
運
営
（

　
　
　
　
　
前
払
い
方
式
）

と
し

　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
尚
、

双
方
の
施
策
共

　
　
　
　
　
一
定
の
要
件
を
満
た

　
　
　
　
　
す
必
要
が
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
が
、

会
員
一
人
ひ
と

　
　
　
　
　
り
に
応
じ
た
熟
年
生

　
　
　
　
　
活
の
向
上
の
為
に
積

　
　
　
　
　
極
的
に
活
用
し
て
頂

　
　
　
　
　
け
た
ら
と
考
え
て
お

　
　
　
　
　
り
ま
す
。

　　　　（１）　　　　　　富士電機三重退職者友の会　　　　　　　令和３年４月２７日　　　　　　　　　　第１１０号

友
の
会
だ
よ
り

令
和

三
年

四
月

二
七
日

富
士
電
機
三
重
退
職
者
友
の
会
会
員
数

五
七
一
名
（
令
和
三
年
四
月
一
日
現
在
）

発
行
責
任
者

日
比

正
徳
（
友
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
見
て
下
さ
い
）

本 年 5 月 29 日、第 43 回 友 の 会 定 期 総 会 開 催‼
会員の皆様お誘い合わせの上、多数ご出席ください。尚、定期

総会議案書を事前にお届けします。事前にご一読願います。
◆日 時 2021年5月29日（土）10時より

◆会 場 四日市市文化会館（第３ホ－ル）
・本総会は第３ホ－ルにての開催となります。

◆受付開始 午前９時２０分
・第３ホ－ル入口前に受付を設けています。

例年と受付場所が異なっておりますので、ご注意願います。

【定期総会ご出席にあたってのお願い・注意事項】

１．定期総会開催中は、コロナ感染予防の為、常にマスクを着用して頂くよう

お願いします。また、手洗い，手・指の消毒を励行し、人と人との間隔を

保つよう心がけ願います。

２．尚、通常実施しております昼食懇親会につきましては、感染予防の観点を

踏まえ、今回は実施しないことと致します。尚、事務局にてお弁当を用意さ

せて頂いておりますので、各自お持ち帰り願います。

３．各会員宅にお届けしております「第43回定期総会議案書」をご持参ください。


